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【5/24 専門部会資料】入退院連携における課題

ガイドライン その他

現状

• 本ガイドラインは、各病院の入退院フローを病院外
職種を含めて可視化したものであり、連携にあたっ
ての留意点や授受する情報の内容に関しての言及は
殆どない。

• ケアマネ対象アンケートより、ガイドライン自体の
認知度は高いが、内容が複雑、理解が困難、実情と
は異なる等の意見あり。

• 令和3年度に設立された医療連携・在宅医療サポー
トセンターの記載がない。

• 医療介護資源調査の結果で、入院時の情報共有に
ついて不足もしくは提供がないと考えている層が
一定以上の割合（3病院/8病院）を占めている。
また定性ヒアリングにおいても退院時の情報共有
不足についての話がでている。

• 定性ヒアリングの中で、退院時の病院からの情報
に関して、在宅側の理解との齟齬があるとの話が
あった。

課題

• 入退院連携における本ガイドラインの位置づけ・
果たすべき役割の再定義の必要性

• ガイドラインの内容が複雑で活用しにくいという
可能性

• 情報共有の内容に関する情報量不足、あるいは情
報理解の齟齬の存在

対策
• ガイドラインを最新情報へアップデート
• ガイドライン記載内容の追加の検討
• ガイドラインのデザインや表記方法の変更

• ガイドラインによる情報ニーズの共有に関わる項
目の追加検討

調査等から判明した入退院連携に関わる内容サマリ

 昨年度までの調査より判明した入退院連携に関わる内容から、より活用しやすい入退院連
携ガイドラインとするべく、最新情報へのアップデートに加え、デザインの修正や現ガイ
ドラインでは不足している内容の追加を検討する
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ヒアリング・アンケートから得られた示唆まとめ

【対応内容】

 デザイン面を大きく修正

 表記内容を「どのように共有するか」ではなく「何を共有するか」に、より
フォーカスを当てた表記に変更

 能動的に動く必要がある場面と、受動的に動く場面を分けて表記

【ヒアリング・アンケートからの意見】

 色合いや表記方法等からくる視認性の悪さに関してのコメントがあった。

 ケアマネジャーと病院間の情報共有では、入院時連携シート以外のシート利用や
電話等を利用しての情報共有を行うこともあるとのコメントがあった。

 ケアマネジャーが、自身がどのような行動すればよいかが分かりづらいとの
コメントがあった。
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ガイドライン改訂：表紙デザイン

 さまざまな医療・介護関係者が関わっており、その関係者たちがそれぞれがさまざまな方
向を向いている状況を、こちらのガイドラインでまとめていく（連携していく）様子をイ
メージして、デザインをしています。
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ガイドライン改訂：概要版の新旧比較

現行版 改訂版
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ガイドライン改訂：概要版の改訂箇所

 文字を極力減らし、より感覚的に理解できる表記としています。

❷

 入退院の流れを詳細版と項目名を合わせた表記

 文字での説明ではなく、記号での表記とし、
視認性を向上

 白抜きの記号は自身で能動的なアクションを
必要とする事項、黒塗りの記号は受動的なア
クションと、一目で自身がどうすれば良いか
をわかりやすく表記

 病院の特徴を、病棟の種類で表現

❶

❷

❸

改訂箇所❶

❸
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ガイドライン改訂：各病院詳細版の新旧比較

改訂版

現行版



Copyright Mediva Inc. All Right 
Reserved.

9

ガイドライン改訂：各病院詳細版の改訂箇所

 デザインを統一し、ソフトな色合いに変更しています。

 病院の特徴や問い合わ
せの際の留意点を記載

 各項目について、通し
番号ではなく、実施担
当別の連番に変更。

❶

❷

❸

 「入院の流れ」の区分
を減らし、大きなまと
まりに統合

 右ページに各項目の詳
細を記載する形に変更

❸

改訂箇所

❸

❷

❶

❷
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その他追加事項 退院・退所情報記録書

 改訂版には厚生労働省作成の「退院・退所情報記録書」を追加しました。
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その他追加事項 医療連携・在宅医療サポートセンターのご紹介

 よりスムーズな入退院連携を実現するためのひとつの選択肢として、医療連携・在宅医療
サポートセンターの紹介ページを追加しました。
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今後について

 診療報酬・介護報酬ページは、確定次第、別紙で添付

 発行は令和６年３月、配布は令和６年４月から実施

 配布先は、地域包括支援センター、区内病院、居宅介護支援事業所を予定

 来年度以降は、年1回（12月頃）各病院に修正依頼を行い、適宜更新

区ホームページにて公開

※冊子版の発行は今年度で終了、WEB版を更新

※更新した際は、各関係機関へ案内文にて周知


